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 新島港防波堤（北）建設工事期間中に、新島中学校 

の協力のもと、新島中学校の生徒の美術作品を新島港 

日除け雨除け施設に展示いたしました。観光シーズン 

には、島を訪れた多くの観光客が作品を鑑賞していま 

した。 

 
 

 

 新島港防波堤（北）建設工事で、防波堤が３０ｍ伸 

びる瞬間を島民の方に見ていただこうと、７月１日早朝 

に現場見学会を開催しました。当日は、本土から回航 

してきたケーソン（長さ３０ｍ、幅２１．５ｍ、 

高さ１１．２ｍ、重さ３,５５８トン）を沈設する作業 

を行い、参加いただいた方々より好評を得ました。 

 

 
 昨年度に羽伏漁港の漁港関連施設用地や道路等の舗装を行い、用地造成が完了しました。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 
 

新島空港には、航空機に燃料を給油するために、給油車（レフューラー）があります。 

 新中央航空の航空機（ドルニエ）は、調布から新島への飛行により、燃料を約２００リットル程度 

消費します。新島で燃料を補給することにより、燃料の重さだけ多くのお客様を乗せることが出来ます。 

 伊豆諸島で給油車がある空港は、新島空港と八丈島空港だけです。給油車による給油では、飛行機を移 

動させる必要がなく、地下タンクを介さずに直接給油できるなどの利点があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 航空機は、ジェット燃料を機体に数百リットル搭載して飛んでいます。化学消防車は、燃料火災に対応 

するためのものです。燃料火災は、水（積載量１,２00リットル）と化学薬剤を反応させた泡により消火 

します。泡消火材は、耐火性、流動性、付着安定性に優れ、燃焼物表面を大量の泡で覆い消火します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ７月２８日（日）新島港船客待合所前広場（緑地施設）で、「ゆうばま祭－島民まつり」が開催されました。 
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